
デザイン思考を用いた
環境人材育成「八代モデル」の構築

熊本⾼等専⾨学校 ⼋代キャンパス
⽣産⼯学教育部⾨ ⽣物化学システム⼯学分野
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－地域課題・地域脱炭素・環境系問題を題材にした実践例－

きはらくみこ

地域環境共生圏セミナー2025
「見つけて、広げて、活かす！『観光・福祉・交通・教育』X『環境』の地域づくり

木原久美子

本活動及び研究は、環境省・(独)環境再⽣保全機構の環境研究総合推進費（JPMEERF20231M05 ）により実施しています。

第１回：令和7年12⽉  2⽇（⽕） 15:00〜17:00
ー観光×環境「地域全体で進める地域資源を活かした観光まちづくり」

第２回：令和7年12⽉  9⽇（⽕） 15:00〜17:00
ー福祉×環境「地域資源を活⽤した、暮らしをより良くするための共助のあり⽅」

第３回：令和8年  1⽉14⽇（⽔） 15:00〜17:00
ー交通×環境「地域交通課題から始まる住⺠主体の地域づくり」

第４回：令和8年  1⽉28⽇（⽔） 15:00〜17:00
ー教育×環境「地域に開かれた学びを通じた次世代の⼈材育成」
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【1-1】知名度⾼(ロボコン)
【1-2】レアキャラ的⾼等教育機関
【1-3】⾼度な技術者養成
【1-4】全国に多分野で地域密着

【1-0】⾼専

第１部：高専とは？

第３部：八代モデル

【3-1】⼋代モデル
【3-2】⼋代モデルの実践
【3-3】⼋代モデルの実践の結果
【3-4】まとめ
【3-5】課題

【2-2】⼋代市における脱炭素の認知状況

【2-4】⾼専で脱炭素へ取り組む意義

【2-1】⽇本における脱炭素への取り組み
第２部：環境課題

【2-3】デコ活
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【1-1】知名度⾼(ロボコン)

【1-2】レアキャラ的
⾼等教育機関

【1-3】⾼度な技術者養成

【1-4】全国に多分野で
地域密着

【1-0】⾼専
第１部：高専とは？



⾼等 専⾨ 学校
高等専門学校を略して高専と呼称する

※以降は、⾼等専⾨学校を⾼専と呼称します。

国⽴⾼専では国外でも「KOSEN」という呼称を使⽤しています

【1-0】高専 4



高専ロボコンはNHKでも放映され有名

両国国技館

例）高専ロボコン2018
そばのせいろを重ねて運ぶテーマ
障害物のある道のりで３分間で何枚運べるか

高専といえば、ロボコン？
【1-1】知名度高(ロボコン) 5

熊本⾼専
のチーム

運んだ枚数だけではなく、
独創性や⼯夫も評価される



⼩学校 中学校
⾼校

2%

⾼等教育機関約60%

約40% 就職など
⾼校

・高専は高校でも専門学校(専修学校)でもない

高専は、高校なのか？専門学校なのか？
【1-2】レアキャラ的高等教育機関 6



・中学校卒業後に入学できる高等教育機関
・高校1年～大学2or4年までの学生が在籍
・ 5or7年一貫教育が行われている
・教育と研究が行われている

⼩学校 中学校
⾼校

2%

⾼校
⼤学 修⼠ 博⼠

⾼ 専
本科 専攻科

⾼等教育機関
⼤学院

⽣徒ではなくて、
学⽣と呼びます。

高専は、大学と同じ、高等教育機関
【1-2】レアキャラ的高等教育機関 7

⼤学と同じように
（⾼校のSSHとは違います）

（早期教育）



・高等教育機関の在籍者の約２％程度
（学生・教員ともに珍しい存在）

⾼等教育機関
⼩学校 中学校

⾼校

⼤学
⼤ 学 院⾼ 専2%

98%

本科 専攻科

・社会的ニーズが高い高度技術者の育成

存在割合に応じて
描くとわかり易い

高専は、めずらしい存在？！
【1-2】レアキャラ的高等教育機関 8



第⼆次世界⼤戦後の⽇本では産業化が急激に進⾏

企業では⼈⼿が必要で、労働者の⼤量雇⽤が必要となる
若者が中卒後15歳で都会へ集団就職（⾦の卵）1950年代〜70年代前半

技術が著しく進歩する⼀⽅で、それに適応できる⾼度な⼈材が不⾜

AIがイメージで⽣成した画像ですので現実とはズレがあります

戦後日本の産業発展に人材の供給が必要
【1-3】高度な技術者養成 9



⾼度技術者企業
政府

政府が企業からの要請を受け
⾼度技術者としての⼈材育成 を⽬的に
⾼等専⾨学校を設置することになった

高度な技術を持った人材の養成が必要
【1-3】高度な技術者養成

⾼専
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⽉間⾼専より抜粋
https://gekkan-kosen.com/admission/7868/

・(国立大学は都道府県の県庁所在地に多いが)
高専は都道府県下の主に全国の第２以下の都市に存在
地域とのつながりが強い組織

⽂部科学省WEBpageより抜粋 (R06年度分）
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kousen/index.htm

・国公立も私立も存在
（近年も新設あり）

[⽊原, 環境共⽣40(2), 2024]

・機械/電気/情報だけでなく
建築/商船/材料/化学/生物 等
多分野にわたる領域

【1-4】全国に他分野で地域密着

どこに、どんな、高専がある？

https://gekkan-kosen.com/admission/7868/
https://gekkan-kosen.com/admission/7868/
https://gekkan-kosen.com/admission/7868/
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kousen/index.htm
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【2-2】⼋代市における
脱炭素の認知状況

【2-4】⾼専で
脱炭素へ取り組む意義

【2-1】⽇本における
脱炭素への取り組み第２部：環境課題

【2-3】デコ活
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https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/#about

地域脱炭素の趣旨

意欲と実現可能性が高いところから他の地域に地域脱炭素が広がっていく
「実行の脱炭素ドミノ」を起こして、2050年を待たずして多くの地域で脱
炭素を達成することを目指す。
地域資源を⽣かし、「消費する地域」から「⽣みだす地域」に移⾏し、その
収益を地域内で再投資することで、新たな産業と雇⽤を⽣み、
地域内で経済を循環させることができる。
⾃治体・地域企業・市⺠など地域の関係者が主役になって、
今ある技術を使って、地域資源を最⼤限活⽤することで実現でき、経済を循環させ、
防災や暮らしの質の向上等の地域の課題をも解決し、地⽅創⽣に貢献できる。
すべての地域が同じ状況というわけではなく、地域には特性がある。
これを鑑みて活かした地域脱炭素の実現を！

国と地方の取組において、地域が主役で地域の魅力と質を向上させる地域
脱炭素の実現を目指す。

【2-1】日本における脱炭素への取り組み

環境課題の解決には人材の育成が必要

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/
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https://www.env.go.jp/content/000168995.pdf https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html

ゼロカーボンシティ宣言
を表明している自治体

【2-1】日本における脱炭素への取り組み

自治体ごとに脱炭素への取り組み表明が行われている

https://www.env.go.jp/content/000168995.pdf
https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html
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八代市はゼロカーボンシティ宣言の表明自治体

(地域)脱炭素問題は
事実上あまり知られていない現実を
まず変える必要がある。認知度向上！

【2-2】八代市における脱炭素への取り組み

環境課題の具体的な内容や重要性が知られていない

しかし市民アンケート調査では
9割以上が「脱炭素」をよく知らないと答えた
（未発表データ）

https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00316996/index.html

https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00316996/index.html
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環境省は
2050年までに温室効果ガス
の排出量の“実質ゼロ”が実現
できるよう、ライフスタイル
などの転換を後押しするため
の取り組みを進めている。

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/602511

20230713

【2-3】デコ活

身近な問題への愛称の決定

愛称宣言から2.5年が経過したものの、認知度が向上したとは言えなさそうな現実の今、、、

＊デコには二酸化炭素を減らす活動やエコな活動などの意味が込められている

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/602511
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/602511
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/602511
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(1)高専の立地
高専は国立大がある都市（主として県庁所在地）ではなく、
ほとんどが都道府県内第２位以下の地方都市に立地。

(2)高専の地元との強力な地域連携
周囲に他の高等教育機関が存在しないという立地もあいまって
地域連携に関する活動を行ってきたという特性がある。
(3)高専の全国配置バランス
特定の限定された地域にだけ高専が存在するのではなく、
約50校もの高専が全国の地域を網羅的する形で配置され、
全体が一つの組織としてネットワークを形成している。
(4)高専の人材や設備
高等教育機関として研究教育に関する設備と人材を有している

【2-4】高専で脱炭素に取り組む意義

高専の特徴はなにか？
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(1)高専の立地

(2)高専の地元との強力な地域連携

(3)高専の全国配置バランス

(4)高専の人材や設備

国が掲げ地方自治体が協力する
地域密着の社会的要請が高い問題
高専こそが取り組まずに
一体誰が「実行の脱炭素ドミノ」
を引き起こせるだろうか？

地域脱炭素問題の
課題解決に貢献できる
条件が揃っている

【2-4】高専で脱炭素に取り組む意義

高専は脱炭素問題に貢献するのに好条件



第３部：八代モデル
【3-1】⼋代モデル

【3-2】⼋代モデルの
実践

【3-3】⼋代モデルの
実践の結果

【3-4】まとめ

【3-5】課題



第３部：八代モデル
【3-1】⼋代モデル

【3-2】⼋代モデルの
実践

【3-3】⼋代モデルの
実践の結果

【3-4】まとめ

【3-5】課題
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施設・設備・道具による、

形のある対策

気候変動の影響への対応として「地方における脱炭素」は主要課題のひとつ

（対策１）ハード面から （対策２）ソフト面から

人の働きが関わる要素による、直接目には見えない対策

脱炭素問題に向けた 環境教育 と 取り組みの 「検証体制」 の構築

リベラルアーツ教育
答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

高専

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

背景

目的

八代地域脱炭素
リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

【3-1】八代モデル

環境課題の解決には人材の育成が必要
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施設・設備・道具による、

形のある対策

気候変動の影響への対応として「地方における脱炭素」は主要課題のひとつ

（対策１）ハード面から （対策２）ソフト面から

人の働きが関わる要素による、直接目には見えない対策

脱炭素問題に向けた 環境教育 と 取り組みの 「検証体制」 の構築

リベラルアーツ教育
答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

高専

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

背景

目的

八代地域脱炭素
リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

デザイン思考

【3-1】八代モデル

環境教育と検証体制の両輪を構築
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地域循環共⽣圏の実現

脱炭素への関心が高い人材を育成

地域脱炭素社会形成に向けた環境政策へ貢献

リベラルアーツ教育

答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

高専

教育協力
ニーズの提案
助言等

評価協力
ニーズの提案

助言等

評価検証を行う環境団体
八代地域脱炭素

リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

デザイン思考

【3-1】八代モデル

関心が高い人材の育成は地域循環共生圏の実現に不可欠
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リベラルアーツ教育
答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

高専

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

全世代・地域へ波及解決する行動を考えて
率先して実施する

例）脱炭素問題への関心が
高い学生を育てる

＊ユーザー視点から背景や課題の
潜在的なニーズを見つけて解決
しようとする「デザイン思考」を導入。
＊具体的な「ものづくり」だけでなく
共感価値を見出す「ことづくり」も。

八代地域脱炭素
リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

デザイン思考

【3-1】八代モデル

リベラルアーツ教育でデザイン思考を実践
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リベラルアーツ教育
答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

高専

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

1年後アンケート▼

脱炭素に
関⼼がある
90%以上

脱炭素に
関⼼がある
80%以上

目標 目標

継続的に教育の実践をくりかえす

▼アンケート

地域脱炭素に関する出前授業を実施 （年1回以上）

八代地域脱炭素
リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

国；環境省九州地⽅環境事務所地域脱炭素創⽣室
県；熊本県環境⽣活部環境⽴県推進課ゼロカーボン企画班
市；⼋代市市⺠環境部環境課ゼロカーボン係 

リベラルアーツ教育
出前授業
▼

デザイン思考

【3-1】八代モデル

国・県・市の異なる階層の視点からの環境教育を繰り返す
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リベラルアーツ教育

答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

高専

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

教育協力
ニーズの提案
助言等

評価協力
ニーズの提案

助言等

26

評価検証を行う環境団体

市民の社会ニーズについて環境団体から
リベラルアーツ教育へフィードバック

ユーザー目線でのデザイン思考で
「本当にユーザーが望むものか？」を熟慮

市民

市民

PDCAを回す

八代地域脱炭素
リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

メンバー

□外部有識者（高専退官教員等含む）
□リベラルアーツ教育受講修了者

（専攻科生や5年生）
□高専ＯＢを含む一般社会人等

（□市民）

（□行政）

【3-1】八代モデル

リベラルアーツ教育・学生の活動に拍車をかける支援ラボの設立
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地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

リベラルアーツ教育
答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

改善

評価

Action

Plan CheckPDCAサイクル

有用なアウトプットを選定
研究・検討を重ねる

実行

Do

教育受講&発案者らと
支援ラボが協力して
実際に実現

地域脱炭素に関するモノ・コト作り

・ゲームの作成と配布（アプリやカード等）
・教育活動の実践（こども科学教室等）

・教育ビデオの作成（オンライン教材等）…

PDCAを相互的に回しながら 取り組みの実現

（年に1件以上）

高専

output
成果物

教育協力
ニーズの提案
助言等

評価協力
ニーズの提案

助言等

八代地域脱炭素
リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

【3-1】八代モデル

リベラルアーツ教育・学生の活動に拍車をかける支援ラボの設立
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リベラルアーツ教育
答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成
計画

改善

評価

Action

Plan CheckPDCAサイクル

実行

Do

官民学の連携

民: 企業/協議会/漁協/農協/農林水産/地域の小中高校等

官: 八代市/熊本県/環境省

高専

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

教育協力
ニーズの提案
助言等

評価協力
ニーズの提案

助言等

ステークホルダー

評価検証を行う環境団体
八代地域脱炭素

リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

【3-1】八代モデル

リベラルアーツ教育・学生の活動には地域の協力が不可欠

学生の活動は、官民の協力があってこそ成立。

例）・地域のゴミ捨て場の環境を変えたい→〇〇地区の町内会
・地場産業の〇〇⽣産の向上に興味がある→〇〇農家の⽅々や農林⽔産課など
・環境問題への意識をこどもたちに伝えたい→〇〇保育園、〇〇⼩学校など
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地域循環共⽣圏の実現

脱炭素への関心が高い人材を育成

地域脱炭素社会形成に向けた環境政策へ貢献

リベラルアーツ教育

答えが与えられていない問いに

新たな解を探求する力を育成

官民学の連携

脱炭素に向けた合意形成・地域形成

ユーザー・ステークホルダーのニーズを組み込み「共感」を第一に展開

計画

実行

改善

評価

Action

Plan

Do

CheckPDCAサイクル

地域 周知＋実践 結果の解析（アンケート）

高専

教育協力
ニーズの提案
助言等

評価協力
ニーズの提案

助言等

評価検証を行う環境団体
八代地域脱炭素

リベラルアーツ教育評価・支援ラボ 

取り組みや成果を
客観的評価・周知・拡散

デザイン思考

【3-1】八代モデル

関心が高い人材の育成は地域循環共生圏の実現に不可欠
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2023年度 2024年度 2025年度

【3-1】八代モデル

教育や活動は一時的ではなく数年間繰り返して実施する

熊本高専

地域で実践

支援ラボ

官民学
ステークホルダー

情報
収集

設立
評価 評価情報

収集

コトモノ

発信

提供

具現化

コトモノ

発信 具現化

提供

ニーズ提供、情報提供、助言、評価等 ニーズ提供、情報提供、助言、評価等 ニーズ提供、情報提供、助言、評価等

掲⽰や現地
実施や発表等

掲⽰や現地
実施や発表等

掲⽰や現地
実施や発表等

状況の変化

をモニタリング
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◆実際の問題を扱いながら、学年を追うご
とに増える知識や経験に加えて、デザイン
思考を体験しながら学ぶ。

◆アイディアベース/ジャストアイディアの課題解決を行うのではなく、
デザイン思考によってユーザー視点から課題解決を行う形を採用
（テーマと課題解決策によってユーザーとなる対象が異なる、必要に応じてユーザーと接触して活動）

1年⽣

２年⽣

３年⽣

４年⽣

LA⼊⾨

LA実践I

LA実践II

LA実践III

学科混成
各学年
約20グループ

学科ごと
各学科
約10グループ

各学年約120名

◆課題解決策を提案するPBL型学習
(課題解決型学習 project-Based Learning)
活動はグループ単位4-6名

◆ 1-4年生の学年カリキュラム上に必修科目として存在し、
学生は毎年リベラルアーツ科目を受講している状態にある

◆テーマ：
(地域)脱炭素問題・ SDGs・地域課題・企業課題・身近
な問題等に対し、自らのチームで定めたテーマを扱う。

【3-1】八代モデル

リベラルアーツ教育の実施形態



第３部：八代モデル
【3-1】⼋代モデル

【3-2】⼋代モデルの
実践

【3-3】⼋代モデルの
実践の結果

【3-4】まとめ

【3-5】課題
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1学年120人が一斉に集って実施
環境問題の説明を受けながらワークを行う

ホワイトボードを使った
その場でのまとめと
ディスカッション

【3-2】八代モデルの実践

行政（国・県・市）による環境教育の様子
国；環境省九州地⽅環境事務所地域脱炭素創⽣室
県；熊本県環境⽣活部環境⽴県推進課ゼロカーボン企画班
市；⼋代市市⺠環境部環境課ゼロカーボン係 
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デザイン思考の５つのステップを方法論とともにグループごとに練習

【3-2】八代モデルの実践

デザイン思考の練習の現場
1学年120人が３学科混合で一斉に集って実施
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専門性を反映した課題解決策を探求、何が課題なのかを自ら探して決める

プロトタイプの作成
デザインシンキングの実⾏

動画等を利⽤した発表

【3-2】八代モデルの実践

デザイン思考の練習を活かして実践（グループ活動）

先に練習したデザイン思考の5つのステップを実際の課題に適用して実践
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2024年度(令和6年度)は約500名が参加する大規模なイベント(学会形式)に発展

【3-2】八代モデルの実践

活動の発表（KNIT-SPS)

⼝頭発表(全員)

ポスター発表(全員)

表彰

集合写真

表彰

学内殆どの学生＋学外(他キャンパス・他高専・行政・有識者・一般参加者・マスコミ等）が参加
環境系の取り組みに対するアワードが設けられ表彰
運営も上級生の学生が主体（下級生の活動を認識＆助言＆自らも学習）



第３部：八代モデル
【3-1】⼋代モデル

【3-2】⼋代モデルの
実践

【3-3】⼋代モデルの
実践の結果

【3-4】まとめ

【3-5】課題
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デザイン思考の5段階のいずれかのステップで行われたワーク例 (一部を抜粋)。
「考える際の手法」を作業として行うことは、理解を深め、ステップを効果的
に進んでいく手助けとなり、漠然としたグループ活動にならずに済む。

(A)テーマ探索 (B)ユーザー 探索 (C)ユーザー選択 (D)ユーザーインタビュー

(E)POVフレームワーク1回目 (F)POVフレーム ワーク2回目 (G)四象限マトリックス
(H)意思決定マトリックス

【3-3】八代モデルの成果

デザイン思考のステップを助けるワークは効果的
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進行過程の変遷を段階を追える。
プロセスの⾻格を抽出した例1

プロセスの⾻格を抽出した例2

5段階のステップを、右肩上がりに、
登っていけば良い訳では無い。
ステップを戻る過程が重要(矢印)。

思考試⾏プロセスフロー図（あるチームの例）

５段階のステップを上下する「紆余曲
折型」は、「ユーザー視点に基づき失
敗を恐れずPDCAサイクルを回しなが
ら挑戦する」という、やり直しを含む
行程を歩んだことを示している。
これらのグループはそれ以外のグルー
プよりもテーマ解決が推進される傾向
があった。

思考試行プロセスフロー
図はデザイン思考において
活動の位置を視覚化して自
己認識し、活動を推進す
るのに有用

どの段階で何をしているのか、デザイ
ン思考のステップと問題解決の道筋を
図示して視覚化しながら理解するもの

（The flow diagram of a thought trial process）

【3-3】八代モデルの成果

思考試行プロセスフロー図の提案
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最終発表会(KNIT-SPS2023)にて
グループが取り扱ったテーマはなにか、 
関係する分野を複数選択してよいとして
選んでもらった結果の集計。 

【3-3】八代モデルの実践の結果

環境系テーマへの関心が高い状態が創出された

⼈数
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https://www8.cao.go.jp/cstp/sogochi/jirei/jirei3kai/2_kumamotokosen.pdf

一連の活動で得られた利益を
イグサ振興に役立ててほしいと
八代市に寄付し、アントレプ
レナーシップにも通じる活動
にも発展した。

脱炭素の問題を考える中で、植物の二酸化炭素吸収に思
考が及び、地域の特産であるイグサ栽培を活性化すれ
ば、脱炭素にも貢献できるのではという視点に至った結
果。

脱炭素ゲームは市のSDGｓイ
ベント会場で一般市民に披露
し、学生は環境問題に取り組
んでいる人材として、イベント
のパネラーとして出席したりテ
レビ取材を受けた。

脱炭素の問題を考える中で、ゲームに具体的な二酸化炭
素の収支やカーボンクレジットの概念を取り込むなど、
現実に即した内容をゲーム化して取り組みやすくした。

https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310a/ 20250216やつしろSDGsの⽇_ZeroCarbon_トークイベント

【3-3】八代モデルの実践の結果

脱炭素への関心が高い環境人材が成長した

その他：
地域の環境課題（海ゴミ・
廃棄物分類・外来⽣物・エ
ネルギー問題など）の課題
が多く、実際に⾃ら問題を
探して選び、何らかの取り
組みに挑戦していたことか
ら、学⽣の環境への関⼼が
⾼まっている。

https://www8.cao.go.jp/cstp/sogochi/jirei/jirei3kai/2_kumamotokosen.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310a/
https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310a/
https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310a/
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【マスコミ報道等】
◆KNIT-SPS2024 https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310b/
◆⼋代市へ寄付 https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323681/index.html
◆やつしろSDGsの⽇ みんなで⽬指すゼロカーボン https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323646/index.html
◆やつしろ⾼校⽣・⾼専⽣未来会議 https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323529/index.html
◆熊本⽇⽇新聞社 https://kumanichi.com/articles/1700587
◆佐世保⾼専 https://www.sasebo.ac.jp/ge-articles/44362/
◆テレビやつしろ  （放映：3⽉17⽇〜24⽇まで1⽇3回1時間番組8:00-9:00, 13:00-14:00, 19:00-20:00）
やつしろSDGsの⽇の活動（協議会や学⽣の活動）について、地域へ脱炭素への取り組みが周知。
◆その他マスコミ等掲載（⽂教ニュース・⽂教速報、TKUテレビ熊本、熊本⾼専地域協働プロジェクトセンター報、
熊本⾼専WEBページなどなど）

【3-3】八代モデルの実践の結果

本取り組みに関する受賞・報道等

【受賞等】
◆内閣府「総合知活⽤事例」 https://www8.cao.go.jp/cstp/sogochi/jirei/jirei3kai/2_kumamotokosen.pdf
リベラルアーツ科⽬における取組の内容や、単発的ではない継続的な取り組みが評価されて採択

◆第34回くまもと環境賞 https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/49/238993.html
豊かな環境の保全・創造に関する活動に顕著な功績があった⽅々として表彰（2025年6⽉に表彰式）。

【活動の発展・展開】
◆ゼロカーボンやつしろ推進協議会 https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323024/index.html
⼋代市におけるゼロカーボンシティの実現に向けて、 2024年度後期に設⽴。
その学⽣幹事会に⾼専の学⽣が多数参加、活動を現在まで継続中。
◆本校内のリベラルアーツ以外の他授業にて地域循環共⽣圏に関する内容が取り⼊れられた。

https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310b/
https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310b/
https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2025/03/20250310b/
https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323681/index.html
https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323646/index.html
https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323529/index.html
https://kumanichi.com/articles/1700587
https://www.sasebo.ac.jp/ge-articles/44362/
https://www.sasebo.ac.jp/ge-articles/44362/
https://www.sasebo.ac.jp/ge-articles/44362/
https://www8.cao.go.jp/cstp/sogochi/jirei/jirei3kai/2_kumamotokosen.pdf
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/49/238993.html
https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00323024/index.html
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44【3-4】まとめ
環境課題へ関心が高い人材の育成に「八代モデル」を適用し以下が得られた。

環境系課題のような『正答』が定まらない課題に対し、
デザイン思考を取り入れたリベラルアーツ教育を数年かけて行う「八代モデル」は、
専門的知識を持ち総合力を発揮できる環境系人材育成に有用な先行事例である

1・学年進行につれて学生の知識や活動力が上昇し深化する(成長する)ことから、
年単位の長期的な環境教育を繰り返すことは効果的である。

2・異なる階層の行政による環境教育の実施は学生の視点を広げ、
行政間の接点を作り相互認知や官学の取り組みを推進する効果がある。

3・PDCAサイクルを螺旋形に持ち上げるために支援ラボは効果を発する。
4・デザイン思考のステップを助けるワークは効果的である。
5・思考試行プロセスフロー図を提案しデザイン思考の視覚化の有効性が実証された。
6・脱炭素や環境系テーマへの関心が高い状態が創出された。（目的達成）
7・授業を受講していない学生や他授業への効果が認められた。

⼋代モデルは、各地域に移植して、地域特性に併せた形で実施することが可能で、広く展開の可能性が⾒込める



45【3-5】取り組みから見える課題

1・学生PBL型活動で学外者に接触する場合の多くは、
学外者側が多大な教育的配慮をして高専へ協力をしてくれている

2・企業の参加率は高くはない
3・八代モデルの実施には多人数の力が必要(教員・サポート者等）
4・教員側のデザイン思考への理解と指導力や協調性といった資質が必要

6・学生はやる気はあっても何をしたらいいかわからない場合がある
5・大人は「理想的な学生像」を勝手に思い込みすぎ

8・大人は人材育成過程で成長過程の学生に対し結果を早急に求めすぎる
7・学生には失敗を許容し挑戦を促すやってみるという雰囲気が大事

10・様々な配慮が必要なケース（学生・教員・地域）での対応の重み
9・人材育成の教育的効果は10-20年後に出るので評価がしにくい

11・日常的な地域とのつながりの維持があった方が良い
12・行政が課題と考えていても具体的な案がはじめから存在するわけではない
13・カリキュラム制定と運用における問題；柔軟な対応ができない
14・学生が主導となる形をつくる・教員にやらされているものではない

できるようになった大人は過去のできなかった自分を忘れ
このぐらいできて当然という理想的な学生のアウトプットを求めがち

15・その他


